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Ⅰ . はじめに
　理学療法士は「身体に障害のある者に対し、主と
してその基本的動作能力の回復を図るため、治療体
操その他の運動を行なわせ、電気刺激、マッサージ、
温熱、その他の物理的手段を加える」１）と定義され
ており、基本的動作能力に関する「解剖学」や「運
動学」などの専門基礎科目の理解が重要である。ま
た、理学療法教育における専門基礎科目の学習は、

「国家試験合格」や「臨床実習における問題解決能力
の向上」などからも重要な位置づけとなっている。

「解剖学」や「運動学」は単独科目の知識の習得のみ
ならず、両科目の相互理解としてつなぎ合わせるこ
とが基本的動作能力の理解を深めると言われている
２）。
　現在までに本学科（理学療法学科）でも、「運動
学」の講義にて筋骨格モデルを用いた学習効果の検
討３）や、「解剖学」の講義にて iPad を用いた立体画
像による学習効果の検討４）など、身体の解剖学や運
動学の知識の定着のために様々な取り組みがなされ
てきた。しかし、同科目の習得は学生にとって困難
を極めることが多く、十分な知識習得と相互理解と
する目標が達成できないことがある。
　一方で、臨床実習は国家試験と同様に、理学療法
士免許取得における大きなハードルとされており、
多くの学生が苦慮することが多い５）。そのような背
景から、近年では、少人数制のグループで、ペーパー
ペイシェントなどを用いた問題解決型学習（PBL）
授業や、客観的臨床能力試験（OSCE）の導入など、
臨床実習に向けた取り組みが数多く報告されている
６.７）臨床実習における到達目標の一つとして、障害
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者の心身機能などに問題点を発見し、その問題点に
おける解決方法を定義付け行動するような問題解決
能力が重要視されている。しかし、「解剖学」や「運
動学」など複合的な知識を統合し、かつ、問題解決
能力を習得できるような具体的な教授法については、
現在のところ、確立されていない。
　そこで本研究では、臨床実習にて学生が苦慮する
ことの多い姿勢分析技能について、その効果的な教
授方法を検討することを目的として、実験的に運動
計測装置を体験型学修に活用した講義および演習を
実施し、その教育効果について検討した。

Ⅱ . 対象と方法
１. 対象
　理学療法学科に在籍し、「解剖学」、「運動学」の専
門基礎科目を履修した３年生１６名（男性１１名、
女性５名）を対象とした。本研究は、研究概要及び
方法について本人へ十分に説明し、質問紙の回答内
容が成績判定へ影響はないことに同意が得られた上
で実施した。 

２. 使用機器
　足圧分布計測システムフットビューSAM（ニッタ
株式会社、以下フットビューSAM）を使用した。
フットビューSAM の使用例を図１に示す。フット
ビューSAMは、対象者の立位時における足圧分布・
支持基底面と質量中心の計測や重心の動揺などの立
位バランスに関する分析が可能なシステムである８）。
その特性から、立位姿勢分析方法の学習に対して有
用である。
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３. 方法
　理学療法学科３年次後期科目「実習セミナー」の
体験型学修の一環として、参加者の任意にて特別講
義として、身体運動に関する知識・スキルの理解度
とする講義と、フットビューSAM を用いた姿勢分
析実習を実施した。特別講義の有用性はオリジナル
の質問紙票を作成し、体験型学修の効果判定とした。
また、教育的・倫理的配慮より、研究終了後には教
員管理のもと、教材の使用を認めた。なお、すべて
の学生に対し、本実習に必要な解剖学・運動学に関
連する事前課題を提示した。
　本調査は、以下の授業進行で実施した。
　１）講義の説明および教員による講義：重心動揺

計測による立位姿勢分析方法として、基本的
な講義（支持基底面と重心の関係及び抗重力
筋等の解剖学的特徴）と、フットビューSAM
を使用した立位姿勢評価のデモンストレー
ションを３０分実施した。

　２）学生によるフットビューSAM を用いた体験
型学修：２人１組にて、sway backと lordosis
の２種類の特異的立位姿勢における重心動揺
を計測し、両者の重心位置の相違について学
習する（図２）。sway backとは骨盤後傾に伴
う後方重心が特徴とされている。一方で、
lordosis とは骨盤前傾に伴う、前方重心が特
徴とされており、両者は腰痛と深い関連があ
ると報告されている９）。

　３）学生によるアンケート回答：本講義および演
習に対する自記式の簡易的な授業評価アン

ケートを実施した。本調査で実施した自記式
の簡易アンケート用紙は、表１に示した。な
お、アンケートは無記名とした。

図２　フットビューSAM使用による立位姿勢評価の場面

図１　フットビューSAM（ニッタ株式会社、フットビューSAM販売カタログより）
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アンケート調査ご協力のお願い

実習セミナー特別講義お疲れ様でした。今回、立位姿勢の評価とその方法に関して、足
庄分布測定システム、「フットビューSAM」を使用しました。そこで、今回の講義の感
想について、以下の質問にお答えください。

設問１
立位姿勢の評価に関して、今回の足圧分布測定システム、フットビューを使用すること
について有意義だと思いましたか？　以下の当てはまるものに○をつけてください
（有意義だった・有意義でなかった・どちらでもない）

設問２
設問１で「有意義であった」と回答した方にお尋ねします。その理由を以下に自由にご
記入ください。

設問３
設問２で「有意義でなかった」と回答した方にお尋ねします。その理由を以下に自由に
ご記入ください。

設問４
次年度以降の効果的な授業実施のために，本演習に対する建設的なご意見をご記入く
ださい。（授業方法や時間配分等、何でも結構です）。

表１　アンケート調査用紙
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Ⅲ . 結果
　本講義は、医療科学部棟運動療法実習室で実施し、
参加学生は１６名であった。アンケート回収率は
１００% であり、設問２及び設問４では重複回答が
認められ、無効回答はなかった。
　設問１「立位姿勢評価にフットビューSAM を使
用することは有意義であったか？」との設問では、
１６名中１６名（１００%）が「有意義であった」と
回答した。「有意義でなかった」・「どちらでもない」
は０名であった（図３）。
　設問２「有意義であった」理由に関しては総回答
数２４件であった。回答内容としては、支持基底面
と質量中心の関係性から立位姿勢を運動力学的に捉
えることができたという内容や、操作方法が簡便で
あり、４年次の卒業研究への応用を期待する内容が
多かった（図４）。
　設問４「講義に対する意見」に関しては総回答数
２３件であった。回答内容は、より少人数のグルー
プでの講義を望む内容や、機器操作と並行して質的
な立位評価方法の実技講習を望む内容が多かった

（図５）。

Ⅳ . 考察
　本研究における運動計測装置を体験型学修に活用
した講義および演習における目標は、「運動計測装置
を利用して、立位姿勢評価における支持基底面と質
量中心を解剖学・運動学的な関係性から自ら探索す
る」という点である。設問１では有意義であったと
いう回答結果が１００% であり、設問２に関しても
本研究の目的である姿勢分析技能について、その効
果的な教授方法を検討することに関して概ね良好な
反応が得られたと考えられる。今回実施した特別講
義後より、臨床実習における動作分析及び姿勢分析
方法などのより実践的な内容を実施したことで、授
業内で教員への積極的な質問や、授業外の時間で実
技練習を積極的に実施するなどの学習行動に対する
正の変化も認められた。
　動作分析および立位姿勢分析技能は、理学療法士
にとって代表される理学療法技術の一つである。し
かし、動作分析や姿勢分析の技能は、臨床的経験に
大きく影響をされ、個人の技量に左右される質的な
評価とされている。そのため、上記の動作分析や姿
勢分析の技能の熟練度は教科書や講義のみでは十分
に伝達しきれず、具体的な教授方法も確立されてい
ないという現状である１０）。その点を考慮すると、
フットビューSAM の特徴である、立位姿勢を支持
基底面と質量中心の関係性から分析できることが良
好な学習効果を得られた要因として考えられた。さ
らには、設問２の回答結果より、体験型学修を取り
入れることは、身体機能や計測機器に関する知識や
興味が得られる傾向がある。その結果、卒業研究な
どの身体機能に関連する研究意欲への汎化や、機器
を用いた自己学習から知見を得る自己効力感などか
ら、アクティブラーニングの効果も示唆された。
　一方で、設問４の回答結果より、特別講義におけ
る少人数制の希望や、実技項目の増加に関する要望
が多いなど、本研究内容での授業構成の取り組みだ
けでは十分とは言えない結果であった。そのため、

図３　設問１「足圧分布計測システム ,フットビューの有
意義」に関する回答結果

図５　設問４「講義に対する意見」に関する回答内容

図４　設問２「有意義であった理由」に関する回答内容
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今後の工夫点としては、より少人数制での講義の設
定や機器体験機会の増加を検討する必要があるなど
が考えられた。
　今回の研究の課題として、フットビューSAM に
よる学習効果について、学生の主観として、アンケー
ト結果のみから検討している。その為、今後は教員
側からの意見など、より多角的な視点からの検証が
必要である。

Ⅴ . 結語
　フットビューSAM を利用した体験型学修を活用
し、質問紙法にてその教育的効果を検討した。本研
究の教育的効果としては、講義と演習を行うことに
よって、解剖学と運動学等の専門基礎科目と立位姿
勢分析方法の両者を結びつけて学習できたこと、ま
た、学習における自己効力感からアクティブラーニ
ングへの汎化も期待できることであった。しかし、
講義内容に対する過分な参加人数や、機器使用機会
の減少などの課題も抽出された。今後は教員側から
の意見も聴取し、次年度に向けた講義構成の再編を
検討する必要がある。
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